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1．はじめに 

 1995年 1月 17日に発生した阪神・淡路大震災から 25年が経過し、震災を語れる被災者の高齢化が進んでいる
1）。そのため、被災された人々の経験や記憶をどのように記録・保存し、共有するかは喫緊の課題と言える。ま

た、被災地の学校教職員には、様々な体験、例えば「避難所の運営」、「混乱時の対応」、「教育の再開」などで、

難しい判断や意思決定を連続的に迫られた現実があったと考えられる。学校の管理職や教職員のうち、当時中心

となって業務にあたった教職員の多くは、現在教育現場を退いている。このままでは彼らの貴重な経験は個人的

な記憶として残るだけとなり、教育現場でその生の語りを聴き、学び取る機会が失われてきている。 

本研究の目的は、阪神・淡路大震災で起こった事実を当時の教職員の語りから整理し、その時の事実から、今

後起こり得ることを震災未経験の教職員が『想像』できる教材を開発することである。報告は別の機会に譲るが、

その教材を基に、学校防災マニュアルを通してそれぞれの職場や地域に起こり得ることをより具体的に『想像』

でき、各学校に特有の防災体制を『創造』できるようなプログラムの開発も本研究の発展的な目的としている。 

 

2．その時、現場では何が起こっていたのか? 

2.1 事前インタビュー(聞き取り)調査 

まず、当時の学校現場で起こっていた

事象を幅広く理解するために、西宮市立

の教職員の方々（小学校 3 名、中学校 7

名、高等学校 1名）に対して聞き取り調

査を行った。非構造化インタビューで行

い、それぞれの経験を自由に語っていた

だいた。補助資料として西宮市震災記録

誌 2)、3)を手元に置くことで、当時を思い

出しやすくするように工夫した。これら

の語りを整理し、次に行う神戸市立学校

教員への質問項目を作成した（図 1）。 

                       図 1 作成した質問項目用紙（一部） 

2.2 神戸市立学校教員へのインタビュー(聞き取り)調査 

次に、現場で起こった現実を集約するため、当時神戸市教員だった方々に対してインタビュー調査を行った。

概要は以下の通りである。 

・方法：半構造化インタビュー（図 1の質問項目用紙を活用。映像と書き取りで記録。） 

   2日間にわたり開催（2019年 10月 19日及び 26日）、または別途自宅や職場に訪問して開催 

・対象：震災当時、神戸市立の小学校、中学校で勤務されていた教職員 10名 

・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰｱｰ：兵庫県立大学防災ﾘｰﾀﾞｰ教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ専攻生、学生災害復興支援団体 LAN学生、筆者ら 

2.3 インタビューデータの分析 

(1) 文字起こし 

 インタビュー時の映像と書き留めた内容を基に語りの全てを文

字に起こした。その際、可能な限り元の言葉を維持した。 

(2) 頻出語の抽出(図 2) 

 テキストマイニング（KH Coder3）を用いて頻出語を抽出した。

その中でも名詞に注目し、特に最頻出の「避難」という語に着目   図 2 抽出された頻出語（一部） 

した。なお、この「避難」は学校防災マニュアル内においても頻出しており（避難者対応、避難所開設など）、そ

れが「避難」に着目した根拠の一つである（また、1章で述べたプログラム開発にも繋がる）。 
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(3) 「避難」に関わる文のみで共起関係を分析(図 3)         

 最頻出の「避難」を含む文のみを抽出し、語の共起関係を分析した。その結果、様々な判断が迫られたであろ

う多岐に亘る語、すなわち業務が見えてきた。 

(4) 学校周辺の建物の被災地図と業務内容の重ね合わせ(図 4) 

 被災度別建物分布状況図4)に業務内容を重ねることで、視覚的により『想像』しやすいものに整理した。 

(5) 抽出された業務に関わる映像の編集 

 （3）で明らかになった業務内容に関わる部分を、インタビュー記録映像から抽出して映像を編集した。その一

部を Web 上（ https://www.city.kobe.lg.jp/a05822/shise/opendata/shinsai.html ）で公開中である 5)。 

    

   図 3 「避難」に関わる文の語の共起関係 

 
図 4 被災地図との重ね合わせ 

3．おわりに 

本研究では、阪神・淡路大震災で起こった事実を当時の学校教職員の語りに基づいて、震災経験のない教職員

が今後起こり得ることを『想像』できる教材を開発することを目的とし、インタビュー内容を分析することで、

被災後に起こる業務内容の情報を加えた被災地図と映像資料を完成させた。これらが現場の教職員にとってどの

程度の効果があるのかを検証する予定であったが、新型コロナウイルス感染の流行のため実施できていない。今

後、この教材を用いた教職員向けの研修を実施し、防災管理体制の『創造』を図りながらその効果を実証したい。 
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